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の概要の概要』調査研究報告書調査研究報告書
羽島郡四町の合併に関する羽島郡四町の合併に関する『

③”市町村合併市町村合併“みんなで考えようみんなで考えよう

。新しい市の将来ビジョンを提言しています新しい市の将来ビジョンを提言しています、接的・間接的な効果を提示したほか接的・間接的な効果を提示したほか
合併がもたらす直合併がもたらす直、公共施設の整備水準などについて比較検討し公共施設の整備水準などについて比較検討し、ビス水準や財政状況ビス水準や財政状況

郡四町が合併した場合の行政サー郡四町が合併した場合の行政サー、報告書では報告書では。その報告書の概要をお伝えしますその報告書の概要をお伝えします、は
今月号で今月号で。先月号でお伝えしたとおりです先月号でお伝えしたとおりです、で報告されたことはで報告されたことは」町村合併問題研修会町村合併問題研修会

市「日に開催された同研究会主催の日に開催された同研究会主催の5月4、としてまとまりとしてまとまり』に関する調査研究報告書に関する調査研究報告書
羽島郡四町の合併羽島郡四町の合併『その結果はその結果は。調査研究を進めてきました調査研究を進めてきました、シンクタンクに委託してシンクタンクに委託して

民間民間、郡四町が合併した場合の経済効果などについて郡四町が合併した場合の経済効果などについて、羽島郡町村合併問題研究会では羽島郡町村合併問題研究会では

※この記事は羽島郡四町共同で作製しました

羽島郡町村合併問題研究会では、郡四町が合併した場合の経済効果などについて、民間
シンクタンクに委託して、調査研究を進めてきました。その結果は『羽島郡四町の合併
に関する調査研究報告書』としてまとまり、4月5日に開催された同研究会主催の「市
町村合併問題研修会」で報告されたことは、先月号でお伝えしたとおりです。今月号で
は、その報告書の概要をお伝えします。報告書では、郡四町が合併した場合の行政サー
ビス水準や財政状況、公共施設の整備水準などについて比較検討し、合併がもたらす直
接的・間接的な効果を提示したほか、新しい市の将来ビジョンを提言しています。

みんなで考えよう“市町村合併”③特集

負
担
と
サ
ー
ビ
ス
の
統
一

合
併
前
の
市
町
村
に
お
け
る
負
担

と
サ
ー
ビ
ス
の
差
異
は
、
合
併
に
よ
っ

て
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
は
、
今
後

の
財
政
負
担
な
ど
を
考
慮
し
て
各
市

町
村
間
の
協
議
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。
一
般
的
に
は
高
サ
ー
ビ
ス
低
負

担
と
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
直
接
的
な
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。

一
方
、
編
入
合
併
で
は
、
編
入
先

の
市
町
村
の
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
に
合

わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
事
例
で
は
、
編
入
先
は
規
模
の

大
き
な
市
が
多
い
た
め
、
負
担
は
高

く
な
り
ま
す
が
、
編
入
さ
れ
る
市
町

村
の
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
財
政
の
効
率
化

合
併
に
よ
っ
て
、
特
別
職（
町
長
、

助
役
、
収
入
役
）や
議
員
、
各
種
委

員
の
数
は
減
少
す
る
た
め
、
そ
の
給

与
や
報
酬
が
削
減
で
き
ま
す
。
職
員

に
つ
い
て
も
、
管
理
部
門
を
統
合
し

て
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
長

期
的
に
み
て
人
件
費
が
削
減
で
き
る

ほ
か
、
事
務
費
や
維
持
補
修
費
の
削

減
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
節

減
し
た
経
費
を
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
や
施
設
整
備
へ
と
投
資
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

間
接
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営

が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
合
併
特
例
法

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
）に
基
づ
く
国
か
ら
の
財
政
支

援
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
よ
り
多
く
の
財
源
を
投

資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

算
定
で
き
な
い
経
済
効
果

こ
の
ほ
か
、
算
定
で
き
な
い
経
済

効
果
と
し
て
、

①
広
域
的
・
一
体
的
な
地
域
整
備
の

展
開

②
職
員
の
質
的
向
上
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
・
専
門
化
の
進
展

③
質
の
高
い
施
設
整
備
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

④
住
民
の
利
便
性
の
向
上

⑤
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

合併にともなう
経済効果
市町村合併は、住民の皆さんに
さまざまな経済効果をもたらし
ます。それらを整理すると次の
ようになります。

『羽島郡四町の合併に関する
調査研究報告書』の概要
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報
告
書
で
は
、
郡
四
町
が
新
設
合

併
し
た
場
合
、
郡
四
町
が
岐
阜
市
、

羽
島
市
、
各
務
原
市
の
近
隣
市
に
そ

れ
ぞ
れ
編
入
合
併
し
た
場
合
を
想
定

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
負
担
分

（
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
負
担

金
を
支
払
う
も
の
）四
十
一
項
目
と
、

サ
ー
ビ
ス
分（
住
民
で
あ
れ
ば
無
料

か
低
額
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
）十
一
分
野
一
〇
九

項
目
に
分
け
て
比
較
検
討
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
近
隣
市
へ
編
入
合
併
し

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
郡
四
町
の
最

高
水
準
と
各
市
の
水
準
を
比
較
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の

が
【
表
1
】
で
す
。

負
担
分
の
比
較

負
担
分
を
み
る
と
、
郡
四
町
の
新

設
合
併
の
場
合
は
、
川
島
町
の
負
担

が
最
も
低
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
次
い
で
、
岐
南
町
、
柳
津
町
、

笠
松
町
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
負

担
減
と
な
る
町
が
多
く
な
っ
て
い
る

項
目
は
、
情
報
公
開
の
公
文
書
閲

覧
・
複
写
手
数
料
、
公
立
保
育
園
保

育
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
、
火
葬
場
使

用
料
な
ど
で
す
。
負
担
増
と
な
る
の

は
一
項
目
で
、
個
人
住
民
税
の
均
等

割
が
、
市
制
施
行
に
と
も
な
い
増
額

さ
れ
ま
す
。

近
隣
市
へ
編
入
合
併
し
た
場
合

は
、負
担
減
と
な
る
項
目
は
少
な
く
、

新
た
に
都
市
計
画
税
や
事
業
所
税
が

賦
課
さ
れ
る
な
ど
、
負
担
増
と
な
る

項
目
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
分
の
比
較

サ
ー
ビ
ス
分
を
み
る
と
、
郡
四
町

の
新
設
合
併
の
場
合
は
、
負
担
分
と

同
じ
く
川
島
町
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が

最
も
向
上
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
次
い
で
岐
南
町
、
笠
松
町
、
柳

津
町
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
開
始
ま
た
は
向
上
と
な
る
項
目

が
多
い
の
は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
害

者
福
祉
、
衛
生
な
ど
の
分
野
で
す
。

近
隣
市
へ
編
入
合
併
し
た
場
合
を

み
る
と
、
岐
阜
市
へ
合
併
し
た
場
合

は
、
障
害
者
福
祉
や
産
業
の
分
野
で

新
た
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
る
項
目

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
逆
に
高

齢
者
福
祉
や
保
健
医
療
の
分
野
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
す
る
項

目
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。羽
島
市
、

各
務
原
市
と
合
併
す
る
場
合
は
、
サ

ー
ビ
ス
水
準
が
向
上
す
る
項
目
は
少

な
く
、
逆
に
低
下
す
る
項
目
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

各
町
と
岐
阜
市
と
の
比
較

こ
れ
ま
で
の
検
討
は
、
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
郡
四
町
の
最
高
水
準
と

各
市
の
水
準
と
を
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
た
め
、
各
町
に
お
け
る
経
済
効

果
を
正
確
に
示
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
各
町
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
と
近
隣
市
の
水
準
を
直
接

比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

代
表
と
し
て
、
岐
阜
市
と
の
比
較

結
果
は
、【
表
2
】
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

負
担
分
に
つ
い
て
は
、
各
町
と
も

負
担
減
と
な
る
も
の
よ
り
負
担
増
と

な
る
も
の
の
ほ
う
が
や
や
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
分
に
つ
い

て
は
、
低
下
す
る
項
目
よ
り
開
始
ま

た
は
向
上
す
る
項
目
の
ほ
う
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

報
告
書
で
は
、
郡
四
町
が
新
設
合

併
し
た
パ
タ
ー
ン
、
郡
四
町
と
岐
阜

市
、
羽
島
市
が
合
併
し
た
パ
タ
ー
ン

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
比
較
に
あ
た
っ

て
は
、二
つ
の
方
法
を
用
い
ま
し
た
。

一
つ
は
、
全
国
の
都
市
の
な
か
で
、

郡
四
町
の
合
併
後
の
都
市
と
面
積
、

人
口
規
模
や
産
業
構
造
の
似
た
都
市

（
こ
れ
を
類
似
都
市
と
い
い
ま
す
）を

選
ん
で
、
合
併
パ
タ
ー
ン
ご
と
の
構

成
自
治
体
の
合
計
の
財
政
状
況
と
、

そ
の
都
市
の
財
政
状
況
と
を
比
較
す

る
方
法
で
す
。「
郡
四
町
」
の
類
似

都
市
に
は
、
埼
玉
県
本
庄
市
、
愛
知

県
津
島
市
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
三
市

を
、「
郡
四
町
＋
岐
阜
市
＋
羽
島
市
」

の
類
似
都
市
に
は
、
静
岡
県
浜
松
市

と
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
の
二
市
を
選

ん
で
検
討
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
「
類
似
団
体
別
市
町

行政サービスから
みた経済効果
市町村合併は、私たちの生活に
身近な行政サービスをどのよう
に変化させるのでしょうか。

自治体財政から
みた経済効果
厳しさを増す一方の自治体の財
政状況に対して、市町村合併は
どのような影響を与えるのでし
ょうか。

【表1】合併にともなう行政サービス水準の変化

【表2】羽島郡各町が岐阜市へ編入合併した場合の行政サービス
水準の変化

負担分

羽島郡四町の新設合併 近隣市への編入合併

負担減
負担増
サービス開始
サービス向上
サービス低下

川島町
11
1
17
17
－

岐南町
7
1
12
16
－

笠松町
5
1
13
13
－

柳津町
6
1
15
10
－

岐阜市
3
14
27
7
31

羽島市
1
15
10
3
35

各務原市
2
14
8
7
33

サービス分

負担分
（27項目）

増大
減少
変化なし
判断困難
開始・向上
低下
変化なし
判断困難

川島町
7
5
13
2
40
14
34
1

岐南町
7
7
11
2
44
12
33
－

笠松町
7
4
14

40
16
33
－

柳津町
7
6
12
2
38
18
32
1

サービス分
（89項目）

2
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村
財
政
指
数
表
」（
全
国
の
市
町
村

を
人
口
規
模
に
応
じ
て
七
段
階
、
産

業
構
造
に
応
じ
て
六
段
階
に
区
分
し

て
、
類
似
団
体
別
に
人
口
一
人
あ
た

り
の
費
目
別
費
用
を
算
出
し
た
も

の
）を
使
う
方
法
で
す
。
郡
四
町
と

郡
四
町
＋
岐
阜
市
＋
羽
島
市
が
そ
れ

ぞ
れ
単
一
市
で
あ
る
場
合
に
相
当
す

る
類
似
団
体
を
仮
定
し
、
指
数
表
に

も
と
づ
き
費
目
別
費
用
を
求
め
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
推
測
し

た
、
羽
島
郡
四
町
が
合
併
し
た
場
合

の
財
政
状
況
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

合
併
後
十
五
年
間
で
約
五
七
九
億

円
が
投
資
可
能
財
源
に

①
合
併
後
十
五
年
間
で
一
一
七
億

円
の
経
費
節
減
が
可
能
に

人
件
費
で
は
、
郡
四
町
の
特
別
職

（
町
長
、
助
役
、
収
入
役
）
が
合
併

後
十
二
人
が
三
人
と
な
る
の
で
、
年

間
一
億
二
千
万
円
の
削
減
が
可
能
で

す
。
同
様
に
議
員
数
も
二
十
九
人
の

削
減
が
可
能
な
の
で
、
議
員
一
人
あ

た
り
の
歳
費
を
五
百
万
円
と
想
定
す

れ
ば
、
約
一
億
五
千
万
円
の
削
減
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
審

議
会
や
委
員
会
委
員
な
ど
の
報
酬
を

八
千
万
円
程
度
削
減
で
き
る
と
す
れ

ば
、
合
計
約
三
億
五
千
万
円
の
人
件

費
が
一
年
間
で
削
減
可
能
に
な
り
ま

す
。

一
方
で
、
郡
四
町
の
職
員
数
は
、

類
似
都
市
や
類
似
団
体
と
比
較
し
て

約
三
十
人
少
な
く
、
そ
れ
に
応
じ
て

給
与
も
約
七
億
円
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
合
併
後
の
新
市
で
は
福
祉
事

務
所
の
設
置
や
専
門
職
の
増
加
な

ど
が
考
え
ら
れ
、
職
員
一
人
あ
た
り

の
給
与
を
五
百
万
円
と
す
る
と
、
一

億
五
千
万
円
の
増
額
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

物
件
費
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
統

廃
合
や
機
能
縮
小
な
ど
に
よ
っ
て
削

減
で
き
る
ほ
か
、
委
託
費
の
効
率
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
約
八
億
円
の
節
減

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
合
併
直
後
、
急
激
に
職
員

を
増
加
さ
せ
た
り
、
役
場
の
統
廃
合

や
機
能
縮
小
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
普
通
交
付
税

の
算
定
特
例
が
切
れ
る
合
併
十
年
後

ま
で
に
徐
々
に
節
減
し
て
い
く
も
の

と
計
算
す
る
と
、
合
併
後
十
五
年
間

で
百
十
七
億
円
の
経
費
を
節
減
し
、

投
資
可
能
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

②
普
通
交
付
税
の
算
定
特
例
に
よ

国
が
市
町
村
へ
配
分
す
る
地
方
交

付
税
は
、
合
併
後
の
新
市
に
つ
い
て

通
常
の
算
定
を
し
た
場
合
、
合
併
前

の
郡
四
町
の
合
計
額
よ
り
減
額
に
な

り
ま
す（
試
算
で
は
十
億
九
百
五
十

五
万
八
千
円
、
三
十
二
％
の
減
少
）。

れ
、
十
一
〜
十
五
年
目
に
か
け
て
段

階
的
に
削
減
さ
れ
ま
す
。【
図
1
】

合
併
に
と
も
な
う
公
共
的
施
設
な

ど
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
に
対
し

て
、
合
併
後
十
年
間
に
三
百
二
十
三

億
円
が
利
用
可
能
で
す
。
そ
の
う
ち

の
九
十
五
％
に
あ
た
る
三
百
七
億
円

を
「
合
併
特
例
債
」
と
い
わ
れ
る
借

入
金
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
元
利
償
還
金
の
七

十
％
を
普
通
交
付
税
で
措
置
、
言
い

換
え
れ
ば
、
借
入
金
の
返
済
時
に
そ

の
七
十
％
を
国
が
負
担
し
て
く
れ
る

の
で
す
。

ま
た
、
新
市
の
一
体
感
醸
成
や
旧

市
町
村
単
位
の
地
域
振
興
の
た
め
の

基
金
を
十
九
億
八
千
万
円
積
み
立
て

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
う
ち
の

九
十
五
％
、
十
八
億
八
千
万
円
を

「
合
併
特
例
債
」
で
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。【
図
2
】

④
こ
の
ほ
か
の
臨
時
的
財
政
措
置
で

二
十
億
六
千
万
円
が
利
用
可
能
に

こ
の
ほ
か
、
合
併
直
後
の
臨
時
的

経
費
に
対
し
て
、
普
通
交
付
税
が
五

年
間
で
六
億
五
千
万
円
措
置
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
公
共
料
金
の
格
差
を
調

整
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税
が
三
年

間
で
八
億
七
千
万
円
交
付
さ
れ
る
ほ

か
、
合
併
市
町
村
補
助
金
が
三
年
間

で
五
億
四
千
万
円
交
付
さ
れ
ま
す
。

【図1】普通交付税の算定特例
合併を行うと、合併後の10年間について、合併前と同額の交付税が
交付されます

【図2】新しいまちづくりのための財政支援
合併特例債（平成11年の法改正により創設）

合併特例法では、まちづくりにかかる費用の95％を国から借りるこ
とができます

経費の削減

普通交付税
合併特例債
振興基金
普通交付税特例措置
特別交付税特例措置
合併市町村補助金
今後15年間の効果

羽島郡四町
人件費 33億円
物件費 84億円

132億円
307億円
2億円
6.5億円
8.7億円
5.4億円

578.6億円

羽島郡四町＋岐阜市＋羽島市
人件費 530億円
物件費 180億円

531.5億円
632億円
6億円
30億円
11.6億円
10.5億円

1,931.6億円

川島町

岐南町

笠松町

柳津町

合併算定替による
普通交付税の増加額

合併後の本来の普通交付額合併後の本来の普通交付額

10年 15年

事業費総額

合併特例債
（充当率おおむね95％）

元利償還金の7割を
普通交付税で措置

一般財源

【参考】合併後の投資可能財源予測（今後15年間）
り
、
合
併
後
十
年
間
で
一
〇
五
億

円
が
利
用
可
能
に

し
か
し
、
特
例
に
よ
っ
て
、
こ
の

差
額
分
が
合
併
後
十
年
間
は
保
障
さ

③
合
併
特
例
債
に
よ
り
三
二
六
億
円

が
投
資
可
能
に
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合
わ
せ
て
二
十
億
六
千
万
円
の
臨
時

財
源
が
生
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
郡
四
町
と
岐
阜
市
、
羽
島

市
が
合
併
し
た
場
合
は
、
郡
四
町
の

合
併
に
比
べ
て
、
三
倍
以
上
の
投
資

可
能
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

投
資
可
能
財
源
を
ど
の
よ
う
に
使
う

か
？こ

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
投
資

可
能
財
源
を
ど
の
よ
う
に
し
て
使
う

か
。
そ
れ
を
考
え
る
材
料
と
し
て
、

郡
四
町
の
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
水

準
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
比
較
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

報
告
で
は
、
八
十
五
項
目
に
つ
い

て
、
類
似
都
市
・
団
体
、
郡
四
町
と

人
口
、
世
帯
、
面
積
が
ほ
ぼ
類
似
し

て
い
る
碧
南
市
、
そ
れ
に
近
隣
市
と

比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
郡
四

町
の
公
共
施
設
の
整
備
水
準
お
よ
び

環
境
衛
生
面
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

は
、
類
似
都
市
と
比
較
し
て
か
な
り

公
共
下
水
道
、
障
害
者
福
祉
や
児
童

福
祉
施
設
、
文
化
ホ
ー
ル
や
図
書
館

な
ど
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、

ま
た
は
整
備
率
が
低
い
た
め
、
新
し

い
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
な
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
市
の
人
口
は
六
六
、五
六

四
人
、
世
帯
数
は
二
二
、
〇
四
六
世

帯（
い
ず
れ
も
平
成
十
二
年
国
勢
調

査
に
よ
る
）で
、
現
在
の
高
山
市
と

ほ
ぼ
同
様
の
規
模
に
な
り
ま
す
。

面
積
は
三
四
・
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。

県
が
昨
年
三
月
に
示
し
た
「
市
町

村
合
併
支
援
要
綱
」
で
は
、
郡
四
町

の
合
併
は
「
地
域
連
携
型
（
町
村
連

携
型
）」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
各
町
の
社
会
的
・
文
化
的
つ
な

が
り
に
一
体
性
が
あ
り
、
市
に
移
行

す
る
こ
と
で
、
都
市
と
し
て
総
合

的
・
計
画
的
な
行
財
政
運
営
や
福
祉

事
務
所
の
設
置
に
よ
る
福
祉
施
策

の
充
実
が
図
ら
れ
、
地
域
の
一
層
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

報
告
で
は
、
新
し
い
市
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、
羽
島
郡
の
広
域
的

役
割
に
つ
い
て
、

①
高
次
都
市
機
能
集
積
の
受
け
皿

②
産
業
・
技
術
の
中
枢
圏
域
確
立
へ

の
寄
与

③
環
境
と
共
生
し
た
良
好
な
住
宅
地

の
提
供

④
自
然
、
文
化
資
源
を
生
か
し
た
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の

提
供

⑤
豊
か
な
生
活
文
化
を
支
え
る
都
市

近
郊
農
業
地

の
五
点
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
特
性
と
し
て
、

①
豊
か
な
自
然
環
境

②
個
性
あ
る
歴
史
・
文
化
資
源

③
高
い
生
活
の
利
便
性

改
善
が
必
要
な
課
題
と
し
て
、

①
生
活
道
路
整
備
や
安
全
対
策
の
遅

れ
②
土
地
利
用
の
混
在
化

③
既
成
市
街
地
の
機
能
低
下

の
三
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

●合併問題のパンフレット
「みんなで考えよう、市町村合併」
を配布しました
羽島郡町村合併問題研究会では、市

町村合併について、住民の皆さんに考
えていただく材料となるパンフレット
を作成しました。これには、市町村合
併の必要性、合併の問題点とその解決
方法、合併の主な手続き、合併による
羽島郡の変化、さらに羽島郡における
取り組みなどを分かりやすくまとめて
あり、今月号の広報といっしょに配布
しましたので、ご覧ください。

●市町村合併を考える羽島郡リレ
ーシンポジウムを開催しました
同研究会と羽島郡町村議会議長会で

は、住民の皆さんとともに合併問題を
考える機会として、リレーシンポジウ
ム「市町村合併を考える」を、川島町
を皮切りに、笠松町においては 5月
30日（木）に開催しました。
シンポジウムでは、岐阜大学地域科

学部教授の西村貢氏が「市町村合併と
まちづくり」と題して基調講演を行い
ました。その後「今、なぜ合併が必要
とされているのか」と題してパネルデ
ィスカッション。コーディネーターに
西村氏を、パネラーに（社）地域問題研
究所の松村久美秋氏を、また各町の町
長や議員代表、住民代表を迎えて、熱
心な議論が展開されました。
リレーシンポジウムの内容は、来月

号でお伝えします。

※詳しくは、企画課（内線234）へお
たずねください。

羽島郡四町が
合併した場合の
まちづくり
郡四町合併後の新しい市は、
どのような都市になるのでし
ょうか。

充
実
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
整
備
、
公
営
住
宅
、

報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
行

政
の
実
績
、江
戸
時
代
以
来
の
歴
史
、

日
常
的
な
飲
食
・
レ
ジ
ャ
ー
活
動
な

ど
で
の
結
び
つ
き
状
況
な
ど
か
ら
考

え
て
、
郡
四
町
で
の
合
併
が
き
わ
め

て
自
然
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
地
方
分
権
に
伴
う
権

限
移
譲
や
財
源
の
委
譲
を
考
え
る

と
、
岐
阜
市
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

市
と
の
合
併
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
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戦
没
者
の
め
い
福
を
祈
る

町
春
季
戦
没
者
追
悼
式

▲献花する遺族の皆さん（笠松会場）

▲役場住民課前ロビーの「行政情報資料コーナー」

「
笠
松
町
春
季
戦
没
者
追

悼
式
」
が
、
四
月
二
十
六
日

に
笠
松
、
松
枝
、
下
羽
栗
地

域
の
忠
霊
塔
や
忠
魂
碑
前
で

し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

遺
族
の
皆
さ
ん
が
多
数
参

列
さ
れ
る
な
か
、
広
江
町
長

の
式
辞
の
あ
と
県
知
事
代
理

の
岐
阜
地
域
福
祉
事
務
所
宇

野
福
祉
課
長
、
加
藤
県
議
会

議
員
、
船
橋
町
議
会
議
長
の

追
悼
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
参
列
者
や
遺

族
の
皆
さ
ん
が
献
花
を
し

て
、
戦
没
者
の
め
い
福
を
祈

り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
分
の
公
開
状
況
は

「
岐
笠
運
河
」
に
つ
い
て
一
件
の
請

求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
公
文
書
が
存

在
せ
ず
不
受
理
と
な
り
ま
し
た
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章杉

原

二
郎
さ
ん

平
成
十
四
年
春
の
叙
勲
で
杉
原
二

郎
さ
ん（
中
野
）が
勲
五
等
双
光
旭
日

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

杉
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
七

月
笠
松
郵
便
局
に
入
局
さ
れ
、
同
三

十
三
年
四
月
か
ら
は
下
羽
栗
郵
便
局

（
現
笠
松
中
野
郵
便
局
）特
定
郵
便
局

長
に
就
任
、
以
来
平
成
十
一
年
三
月

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
八
年
有

余
に
わ
た
り
、
郵
便
業
務
推
進
に
精

励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
間
、
西

美
濃
特
定
郵
便
局
長
業
務
推
進
連
絡

会
会
長
や
特
定
郵
便
局
長
業
務
推
進

連
絡
会
全
国
連
合
会
会
長
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
東
海
の
み
な
ら
ず
全
国

の
特
定
局
業
務
推
進
に
、
ひ
い
て
は

郵
政
事
業
の
基
盤
充
実
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

高
橋

悦
子
さ
ん

平
成
十
三
年
十
一
月
を
も
っ
て
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
退
任
さ
れ
た

高
橋
悦
子
さ
ん（
瓢
町
）が
、
こ
の
度
、

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
五
月
七
日
広
江
町
長
か
ら
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
五

月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任

以
来
、十
八
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

勲
六
等
単
光
旭
日
章加

藤

幸
助
さ
ん

平
成
十
四
年
春
の
叙
勲
で
加
藤
幸

助
さ
ん（
門
間
）が
勲
六
等
単
光
旭
日

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年
十

一
月
愛
知
県
巡
査
に
採
用
さ
れ
、
各

警
察
署
の
外
勤
部
門
や
刑
事
部
門
を

経
て
昭
和
五
十
七
年
三
月
に
警
部
と

し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
三
十
五
年

有
余
に
わ
た
り
、
適
切
な
市
民
警
察

活
動
を
は
じ
め
、
重
要
事
件
の
捜
査

や
効
果
的
な
業
務
運
営
の
推
進
に
努

め
ら
れ
治
安
維
持
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

笠
松
町

情
報
公
開
条
例

公
開
状
況
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出
水
期
に
備
え
水
防
体
制
を
強
化

木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
演
習

木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務
組
合

（
管
理
者
・
広
江
町
長
）主
催
の
水
防

演
習
が
五
月
十
九
日
、
笠
松
競
馬
場

三
角
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
は
、
出
水
期
に
備
え
て
の
水

防
団
員
の
志
気
の
昂
揚
と
作
業
能
力

向
上
の
た
め
の
訓
練
で
、
笠
松
町
を

は
じ
め
、
岐
阜
市
、
各
務
原
市
、
岐

南
町
、
柳
津
町
か
ら
十
五
水
防
団
約

四
百
二
十
人
が
参
加
。
台
風
で
木
曽

川
上
流
に
大
雨
が
降
り
警
戒
水
位
を

突
破
し
た
想
定
で
、
団
員
た
ち
が
本

番
さ
な
が
ら
に
「
五
徳
工
」
や
「
籠

止
め
工
」
な
ど
の
十
二
工
法
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
長
年
水
防
団
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
へ
表
彰

状
の
伝
達
と
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

▲真剣な表情で「屏風返し工」の訓練をする団員の皆さん

岐
阜
県
野
生
生
物
保
護
功
労
者
知
事
表
彰

笠
松
中
学
校

者
知
事
表
彰
が
行
わ
れ
、
笠
松
中

学
校
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り

生
徒
会
執
行
部
、
J
R
C
委
員
会

が
木
曽
川
河
川
敷
の
自
然
環
境
保

「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
」
が
五
月
十
二
日
、
瑞
浪

市
自
然
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
か

れ
、
そ
の
席
上
、
平
成
十
四
年

度
岐
阜
県
野
生
生
物
保
護
功
労

護
を
訴
え
、
V
S
活
動
と
し
て
地

域
清
掃
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
み
、
野
生
生
物
保
護
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

岐
阜
県
知
事
表
彰

平
成
十
四
年
度
岐
阜
県
知
事
表
彰
が
五
月
十
六
日
、
県
民
文
化
ホ
ー
ル
未
来
会
館
で
行
わ
れ
、
社
会

福
祉
功
労
の
部
門
で
藤
井
眞
さ
ん（
円
城
寺
）、
三
浦
一
雄
さ
ん（
二
見
町
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井

眞
さ
ん

藤
井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任

さ
れ
、
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
多
年

に
わ
た
り
、
委
員
と
し
て
常
に
住
民

の
立
場
に
た
っ
て
相
談
に
応
じ
る
な

ど
地
域
の
福
祉
活
動
に
専
心
さ
れ
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

三
浦

一
雄
さ
ん

三
浦
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五
年
十

二
月
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
就
任

さ
れ
、
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
多
年

に
わ
た
り
、
委
員
と
し
て
常
に
住
民

の
立
場
に
た
っ
て
相
談
に
応
じ
る
な

ど
地
域
の
福
祉
活
動
に
専
心
さ
れ
、

平
成
十
年
十
二
月
か
ら
は
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て

協
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
委
員
活
動

の
充
実
に
配
意
さ
れ
る
な
ど
社
会
福

祉
の
増
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

寄附

辻
兼
食
品
工
業
�
か
ら
四
月
二
十
二
日
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
五
万
円
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）

▼
岐
阜
県
知
事
表
彰
（
伝
達
）

【
紫
功
労
賞
】
松
原
良
明

【
紅
功
労
賞
】
鳥
井
晋
造
、

服
部
七
郎

▼
管
理
者
表
彰

【
功
労
章
】

谷
口
勝
三
、
吉
田
忠
好

【
勤
労
章
一
号
】

高
橋
三
之
、
田
島
末
男
、

田
島
俊
明
、
松
原
幸
秀
、

小
池
常
雄
、
林

善
宜
、

安
藤

豊
、
岩
田

博

【
勤
労
章
二
号
】

岩
崎

正
、
丹
羽
芳
男
、

社
本
和
己
、
中
村
正
博
、

藤
田

正
、
樋
口
治
人
、

小
沢

茂
、
松
原
明
雄
、

奥
田
清
保
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「
第
一
回
笠
松
町
財
政
健
全
化
計
画
策
定
委
員
会
」
が
四
月

こ
の
委
員
会
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
健
全

財
政
を
堅
持
し
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
財
政
シ
ス

テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
に
、
町
内
外
の
有
識
者
の
皆
さ
ん
を
委

員
に
、
効
率
的
な
健
全
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、町
か
ら
現
在
の
町
財
政
状
況
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、

今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
を
策
定
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
二
年
度
で
全
会
計
の
地
方
債（
借
入
金
）が
百
億
円
余
で
、
町

税
収
入
二
十
五
億
円
余
の
実
に
四
倍
近
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
基
金
繰
入（
い
わ
ゆ
る
貯
金
の
取
り
崩
し
）な
ど
が
な
け
れ

ば
実
質
の
単
年
度
の
収
支
が
平
成
十
二
年
度
で
二
億
八
千
四
百

万
円
の
赤
字
、
平
成
十
・
十
一
年
度
で
も
四
億
円
以
上
連
続
し

て
赤
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
緊
急
に
財
政
健
全
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
よ
び
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
財
政

状
況
に
関
す
る
資
料
の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
笠
松
町
財
政
健
全
化
計
画
策
定
委
員
会
】

（
敬
称
略
）

委

員

長

柿
本

国
弘
（
大
垣
市
・
大
学
教
授
）

副
委
員
長

前
川
三
喜
男
（
松
栄
町
・
公
認
会
計
士
）

委

員

加
藤

朝
雄
（
緑

町
・
企
業
経
営
者
）

委

員

服
部

靖
嗣
（
円
城
寺
・
町
民
の
代
表
）

委

員

小
栗
知
津
子
（
瓢

町
・
町
民
の
代
表
）

健全な財政システムの確立を目指して

財政健全化計画策定委員会の開催

五
月
十
二
日（
日
）

緑
地
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
初
心
者
男
子
の
部

優

勝

広
瀬
義
明
・
増
田
光
穂

準
優
勝

福
井
健
人
・
松
原
有
輝

三

位

森
陽
一
朗
・
岩
田
啓
吾

▼
一
般
男
子
の
部

優

勝

水
野
雅
文
・
中
島
章
徳

準
優
勝

山
田
和
人
・
福
田

譲

三

位

増
田
隆
司
・
伊
藤
晴
夫

▼
一
般
女
子
の
部

優

勝

田
島
亜
也
奈
・
田
島
杏
奈

準
優
勝

加
藤
幸
子
・
荒
木

栄

三

位

北
本
由
香
里
・
間
宮
啓
子

▼
四
十
五
歳
以
上
男
子
の
部

優

勝

岩
田
弘
毅
・
岩
村
信
之

準
優
勝

広
瀬
利
雄
・
斉
藤
英
夫

三

位

中
村
時
雄
・
辻

英
治

五
月
十
二
日（
日
）

町
民
体
育
館

優

勝

北
及
第
一

準
優
勝

田
代

三

位

月
美
・
緑
町

〃

瓢
・
友
楽
・
美
笠
通

〔
町
体
育
協
会
主
催
〕

町
民
テ
ニ
ス
大
会

〔
町
体
育
協
会
主
催
〕

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町 税

地 方 交 付 税

繰 越 金

繰 入 金

町 債

国 県 支 出 金

そ の 他

合 計

人 件 費

物 件 費

扶 助 費

補 助 費 等

普通建設事業

繰 出 金

そ の 他

合 計

実 質 収 支

実質単年度収支

区　　分

歳

入

歳

出

2,629

1,446

500

1,256

697

483

638

7,649

1,390

921

404

1,036

1,472

728

1,070

7,021

628

△427

平成10年度
決算状況（過去3年）の推移

平成11年度 平成12年度
2,633

1,553

628

308

381

934

706

7,143

1,385

989

448

1,045

1,636

769

558

6,830

313

△460

2,555

1,566

313

660

191

410

803

6,498

1,374

988

362

963

991

961

336

5,975

523

△284

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

特 定 目 的 基 金

合 計

区　　分
年　　度

369

269

2,128

2,766

年度末残高
平成10年度 平成11年度 平成12年度

年度末残高 年度末残高
496

270

1,983

2,749

398

271

1,508

2,177

笠松町の財政状況 （平成14年4月1日現在）
一般会計歳入歳出決算状況（歳出は性質別区分） （単位：百万円）

基金の状況 （単位：百万円）

一 般 会 計

下 水 道 事 業

水 道 事 業

合 計

区　　分
年　　度

2,537

5,752

831

9,120

年度末残高
平成10年度 平成11年度 平成12年度

年度末残高 年度末残高
2,796

6,131

784

9,711

2,850

6,510

733

10,093

地方債の状況 （単位：百万円）

（敬称略）

二
十
三
日
、
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報

通
信
技
術（
I
T
）を
活
か
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
、
地
域
の
情
報
化
に
取
り
組
む
た
め
、
国
・
県
の
支
援

を
受
け
て
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
」

と
「
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
町
全
域
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
整
備

し
、
そ
の
基
幹
で
あ
る
光
ケ
ー
ブ
ル
の
一
部
を
行
政
が
活

用
し
て
町
の
情
報
化
を
進
め
る
も
の
で
、
役
場
に
情
報
拠

点
と
な
る
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）を
設
置
、
中
央
公
民

館
を
は
じ
め
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
、
学
校
、
保
育
所
な

ど
町
内
の
公
共
施
設
十
七
カ
所
と
光
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぎ

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
情
報
や
各
種
申
請
の
様
式
が
家
庭

や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
、
ま
た
は
公
民
館
な
ど
十
六
カ
所
に

設
置
す
る
公
共
端
末
か
ら
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
や
保
険
、
年
金
な

ど
の
相
談
が
公
共
端
末
で
役
場
職
員
の
顔
を
見
な
が
ら
で

き
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
に
も
、
よ

り
速
く
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

10
月
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

町
で
は
、
高
度
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、

国
の
「
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
施
設
整
備
事
業
」
計
画
に
基

づ
き
、
国
、
県
と
共
同
で
民
間
事

業
者
に
助
成
を
行
い
、
町
内
全
域

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
基

幹
と
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

整
備
し
ま
す
。

施
工
は
岐
阜
市
を
は
じ
め
、
近

郊
エ
リ
ア
で
長
年
の
実
績
を
持

ち
、
既
に
町
の
一
部
区
域
に
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
を
持
つ
第
三
セ
ク
タ
ー

会
社
の
シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
株
式
会
社

が
行
い
ま
す
。

今
回
、
整
備
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
は
、
双
方
向
の
高
速
大
容

量
の
通
信（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）

機
能
を
持
ち
、
地
域
情
報
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
よ
り
き
め
細
か
い

行
政
情
報
な
ど
の
提
供
の
ほ
か
、

今
後
は
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
防

災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
て
地
域
の
情
報
化
を
進
め
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

★
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

高
速（
10
M
b
p
s
）で
安
心

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

が
楽
し
め
ま
す
。
電
話
回
線
を

利
用
し
な
い
の
で
、
ダ
イ
ヤ
ル

Q
2
に
誤
っ
て
つ
な
が
る
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。

加
入
に
必
要
な
手
続
き
や
費
用

な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
シ
ー

シ
ー
エ
ヌ
株
式
会
社
が
地
域
で

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
説
明
会
」
を

開
催
し
、
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
シ
ー
シ
ー
エ

ヌ
株
式
会
社（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
・
3
4
4
・
8
9
3
）へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
特
徴

★
い
つ
も
き
れ
い
な
安
定
画
面

高
い
建
物
や
地
形
な
ど
に
よ

る
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
に
よ
る

二
重
画
像
や
ち
ら
つ
き
の
な
い

安
定
し
た
画
像
が
楽
し
め
ま
す
。

★
ア
ン
テ
ナ
不
要

V
H
F
、
U
H
F
は
も
ち
ろ

ん
、
B
S
・
C
S
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
も
い
り
ま
せ
ん
。
屋
根

か
ら
ア
ン
テ
ナ
が
消
え
、台
風
、

雪
の
シ
ー
ズ
ン
も
安
心
で
す
。

★
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

衛
星
放
送
を
は
じ
め
、映
画
、

音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
B
S

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
C
S
放
送
な

ど
も
今
お
使
い
の
テ
レ
ビ
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
地
域
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル

地
域
の
情
報
、
身
近
な
話
題

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
す
ぐ

に
役
立
つ
便
利
な
情
報
満
載
の

生
活
総
合
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

楽
し
め
ま
す
。
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町
内
会
連
合
会
・
自
主
防
災
会
協

議
会
の
臨
時
総
会
が
四
月
二
十
六

日
、
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
十
三
年
度
事
業

報
告
お
よ
び
決
算
の
承
認
と
、
任
期

満
了
に
よ
る
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
役
員
に
次
の
皆
さ
ん
が
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会

長
山
田
善
夫
（
友
楽
町
）

副
会
長

小
見
山
新
四
郎
（
中
新
町
）

伊
藤

弘
（
大
池
町
）

加
藤

定
（
下
門
間
）

森

晟
二
（
米

野
）

会

計
中
山
文
雄
（
県

町
）

森

宗
一
（
北
及
第
一
）

町と町民の皆さんの間に立って、「住んでよかった」
「住みやすい」町づくりのためにご協力いただいている
町内会長の皆さんをご紹介します。

町内会連合会・
自主防災会協議会

上 新 町

中 新 町

下 新 町

新 町

西 宮 町

東 宮 町

天 王 町

西 町

柳 原 町

下 本 町

上 本 町

司 町

港 町

県 町

八 幡 町

宮 川 町

二 見 町

奈 良 町

若 葉 町

上 柳 川 町

町 内 会 名 氏 　 名
役
員
名

町 内 会 名 氏 　 名
役
員
名

町 内 会 名 氏 　 名
役
員
名

笠

松

地

域

笠

松

地

域

松

枝

地

域

下

羽

栗

地

域

下 柳 川 町

門 前 町

泉 町

清 住 町

弥 生 町

大 池 町

朝 日 町

美笠通1丁目

美笠通2丁目

美笠通3丁目

瓢 町

春 日 町

松栄町1丁目

松栄町2丁目

松栄町3丁目

友 楽 町

緑 町

桜 町

西 金 池 町

監

理

理

副

理

理

長

理

理

勝 野 馨 介

鈴 木 八 郎

仙 石 正 和

吉 田 峰 三

広 江 幹 雄

伊 藤 　 弘

丹 下 嘉 治

村 瀬 勝 彦

尾 藤 富 士 雄

上 野 　 健

堀 　 二 三 夫

浅 野 武 男

伏 見 　 勝

山 田 忠 彦

長 谷 部 正 一

山 田 善 夫

間 野 誠 五

佐 藤 一 義

川 本 清 彦

田 代 東

田 代 中

田 代 西

長 池 東

長 池 西

長 池 北

北 及 第 1

北 及 第 2

中 門 間

下 門 間

北 門 間

南 栄 町

円 城 寺

中 野

無 動 寺

江 川

米 野

円城寺　舎

理

理

監

計

理

理

副

理

理

副

伊 藤 信 正

淺 野 義 光

浦 田 　 勝

大 野 　 進

足 立 　 薫

中 嶋 　 孝

森 　 宗 一

奥 田 英 輔

岩 村 　 昭

加 藤 　 定

南 谷 治 男

森 田 修 年

戸 田 長 壽

岩 田 　 久

寺 田 郁 爾

松 原 和 夫

森 　 晟 二

池 田 　 寛

水 野 　 茂

小 見 山 新 四 郎

小 川 康 治

小 川 圭 治

臼 井 　 勉

岩 田 正 夫

内 藤 吉 雄

伊 藤 芳 廣

箕 浦 国 夫

名 和 　 稔

高 木 俊 一

太 田 重 善

安 田 　 平

中 山 文 雄

杉 山 武 彦

河 合 敏 郎

粕 谷 太 刀 男

杉 山 鉦 二 郎

間 野 雅 己

松 本 　 堆

副

理

理

計

理

役員名　長＝会長　副＝副会長　計＝会計　理＝理事　監＝監事

平成14年5月1日現在（敬称略）

－臨時総会を開催－

代行
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集
中
豪
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン

が
近
付
い
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
風
水
害

へ
の
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

郡
内
に
も
木
曽
川
・
境
川
な
ど

が
流
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
時
に
大

雨
が
降
り
続
く
と
川
の
警
戒
水
位

を
超
え
る
恐
れ
も
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
指
示
が
な
く

て
も
、
周
囲
の
状
況
か
ら
み
て
危

険
な
場
合
に
は
、
地
域
住
民
が
協

力
し
合
っ
て
避
難
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
〝
イ
ザ
〞
と
い
う
時
の

た
め
に
も
、
い
ま
一
度
家
族
で
話

し
合
い
、
次
の
こ
と
を
準
備
し
て

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
安
全
な
避
難
場
所
、
避
難
方

法
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
決
め
て

お
く
。

◆
台
風
の
接
近
時
は
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注

意
す
る
。

◆
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意

し
、
貴
重
品
、
救
急
医
薬
品
、

最
低
3
日
分
の
食
料
品
・
飲
料

水
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ

な
ど
を
入
れ
て
お
く
。

◆
大
雨
や
台
風
の
時
、
外
出
を
控

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
す
。
い
ま
一
度
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

消 防 署

住民課保険年金係 内線127

風
水
害
に
備
え
て

保 険 料 の 免 除 制 度
長い人生の間には、経済的な理由などからどうしても保険料を納められないときがあります。
だからといって保険料を未納のままにしておきますと、将来年金を受けられなくなる場合があります。
保険料の納付が困難な場合には、免除制度がありますので、住民課までご相談ください。

免除には、次の2種類があります。

学生には、学生本人の前年の所得が68万円（給与収
入で約133万円）以下の場合、申請をし承認されると
保険料の納付が卒業まで猶予される「学生納付特例
制度」があります。 ※ただし、毎年度申請が必要です。

☆所得（収入－各種控除）による免除の例は以下のとおり
（例）夫婦、子ども2人の場合

�免除が承認されますと、その期間は資格期間とし
て計算されますが、免除を受けた期間の年金額は
納付した期間の年金額の3分の1（※の場合は3分
の2）になります。

�保険料の免除を受けた期間は、将来納められるよ
うになった場合、10年前までさかのぼって追納す
ることができます。ただし、免除された当時の年
金額に一定の加算がつきます。
追納すると、年金額は通常に納付したことになり
ます。

法定免除

・生活保護法による生活扶助を受け
ているかた

・障害基礎年金または被用者年金の
障害年金（1級、2級）の受給権者

保
険
料
全
額
免
除

保
険
料

半
額
免
除

申請免除

・所得の少ないかたや病気やケガな
どで経済的に困難なかた

・保険料の納付が困難な特別の理由
のあるかた

※所得が一定以下で保険料を全額納
付することが困難なかた

（平成14年4月より実施）

全額免除
※半額免除も申請可能

所得による免除は
受けられません

半額免除

低所得 年間所得
164万円

年間所得
285万円

高所得

学生納付特例制度

学生納付特例制度と老齢基礎年金額の関係

学生納付特例制度が、パワーアップ！！
平成14年4月から昼間部の学生に加えて、夜間・通信
教育課程の学生等にも適用されることになりました。

保険料

年金額

40年で満額

不算入 老齢基礎年金

20歳 就職

学生納付特例適用

10年以内に追納できる

年金保険料
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お
好
み
焼
き
は
子
ど
も
た
ち
に
と

て
も
人
気
の
あ
る
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
調
理
員
が
一

つ
ず
つ
心
を
込
め
て
手
作
り
し
て
い

ま
す
。
お
好
み
焼
き
は
野
菜
や
肉
な

ど
色
々
な
食
品
を
使
う
た
め
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
家
庭
で
も
旬
の

キ
ャ
ベ
ツ
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
お
試

し
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉

①
�
の
豚
肉
は
一
口
大
に
切
り
、

塩
・
こ
し
ょ
う
し
て
炒
め
る
。

②
い
か
は
下
茹
で
す
る
か
、炒
め
る
。

③
キ
ャ
ベ
ツ
は
あ
ら
れ
切
り
、
ね
ぎ

は
小
口
切
り
に
す
る
。

④
全
て
の
材
料
を
よ
く
混
ぜ
合
わ

せ
、
鉄
板
ま
た
は
フ
ラ
イ
パ
ン
で

焼
く
。
し
ば
ら
く
し
た
ら
裏
返
し

て
焼
き
、
中
心
ま
で
火
を
通
す
。

⑤
最
後
に
お
好
み
焼
き
ソ
ー
ス
を

塗
る
。

私たちのサークルは、50代から80代までの年齢差を感じ
させない、とても楽しい教室です。先生のご指導により手
編みを主とした自由作品づくりに取り組んでおり、お互い
にできあがった作品を見るのもうれしいものです。新しい
技法を通して皆さんとのふれあいを大切にして楽しんでお
ります。

【活動日】第 1・第 3水曜日 午後 1時30分～ 3時30分
【場　所】松枝公民館
【連絡先】門前町　加藤多美子宅（�387・2631）

お好み焼き
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～
～
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～
～
～
～
～
～
～
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～
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～
～

～
～

～
～
～
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～
～
～

～
～
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～
～
～
～

～
～
～
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～
～

～
～
～
～
～
～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～

～

～

～～

楽しいふれあいの場で
すてきな作品を作ってみませんか

松枝手芸サークル

著者　俵　万智
発行　文芸春秋

『サラダ記念日』著者の最
新エッセイ集。弟の結婚など
自分の周囲の人々のエピソー
ドや本・絵画・芝居などへの
思いなど約7年間の足跡をつ
づったエッセイ集。

101個目のレモン

〔中央公民館〕

著者 近藤史恵
発行 角川書店

15年前、大物歌舞伎役者の跡取り
として将来を嘱望されていた少年・市村
音也が幼くして死亡した。それ以後、音
也の妹笙子は、自らの手で兄を絞め殺
す生 し々い夢に苦しめられるようになる。
ミステリー界の最注目株、近藤史

恵が満を持して放つ、書き下ろし歌
舞伎ミステリー。

桜　　姫

〔下羽栗会館〕

著者
監　修 樋口清之
まんが 中島利行

発行　学習研究社

教科書に登場する人物がま
んがで分かる。歴史学習に役
立つ写真・年表はもちろん、
その時代の特色や人物の要点
を詳しく解説。調べ学習の
ニーズに対応しています。

学研まんが
人物日本史

〔松枝公民館〕

▲松枝保育所

豚肉･････････････60g
� 塩・こしょう ････少々
サラダ油 ････････適宜

いか ････････････････40g
キャベツ ･･･････････150g
ねぎ ･････････････1／2本
しそ漬生姜 ･･････････10g
干しえび ････････小さじ1
天かす ･･････････････15g
花かつお ･････････････5g
小麦粉 ･･････････････60g
山芋粉 ･･･････････････5g
鶏卵 ･････････････1／2個
塩 ･････････････････少々
水 ････････････････100cc
サラダ油 ･･･････････適宜
お好み焼きソース････適宜

〈材料〉 4人分

｛

皆さん、この楽しい輪に入ってすてきな作品を作ってみま
せんか。ご参加をお待ちしています。
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下
羽
栗
小
学
校
で
は
、
縦
割
り
の

集
団（
色
別
集
団
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

を
組
織
し
て
い
ま
す
。
全
校
を
十
人

程
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
上
級
生
の

リ
ー
ダ
ー
の
も
と
に
毎
週
行
わ
れ
る

「
仲
良
し
活
動
」
や
児
童
会
の「
チ
ャ

レ
ン
ジ
2
0
0
1
」
や
「
ミ
ニ
運
動

会
」
の
活
動
を
し
ま
す
。
一
緒
に
活

動
を
す
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
大
変
仲
良
し
に
な
り
ま
す
。

「
六
年
生
を
送
る
会
」
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
が
、
六
年
生
と
の
思
い

出
や
感
謝
の
気
持
ち
を
歌
や
呼
び
か

け
で
表
し
ま
す
。
下
級
生
は
、
六
年

生
の
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
び
、

「
泣
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
助
け
て
く

れ
た
○
○
さ
ん
」
と
印
象
深
か
っ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。
色
別
集
団
で

撮
っ
た
写
真
と
お
別
れ
の
言
葉
を
書

い
た
色
紙
を
贈
り
ま
す
。
六
年
生
か

ら
は
お
返
し
に
心
の
込
も
っ
た
手
づ

く
り
の
作
品
を
一
人
ひ
と
り
に
手
渡

し
ま
す
。
涙
ぐ
む
子
ど
も
も

い
て
、
六
年
生
と
の
活
動
が

い
か
に
楽
し
か
っ
た
か
見
て

と
れ
る
よ
う
で
す
。

卒
業
式
に
向
か
う
ま
で
の

一
連
の
活
動
で
、
在
校
生
は

卒
業
を
祝
う
気
持
ち
を
高

め
、
卒
業
生
は
自
分
た
ち
の

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
振

り
返
り
、
価
値
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
式
は
、
節
目
を
つ
く

る
儀
式
で
す
。
儀
式
は
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た

ち
に
教
え
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

お
祝
い
の
言
葉
を
自
分
に
向
け
て
話

さ
れ
て
い
る
気
持
ち
で
聞
き
、
姿
勢

を
崩
す
こ
と
な
く
最
後
ま
で
卒
業
式

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
に

も
本
校
で
は
、
子
ど
も
を
主
役
に
し

た
在
校
生
と
六
年
生
が
交
わ
し
合

う
、「
お
別
れ
の
言
葉
」
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
六
年
間
培
っ
て
き
た

表
現
力
を
思
い
切
り
発
揮
す
る
場
で

す
。
ま
た
、
気
持
ち
を
込
め
た
六
年

生
の
歌
声
は
、
在
校
生
の
憧
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

卒
業
と
い
う
節
目
は
、
異
年
齢
の

子
ど
も
同
士
の
取
り
組
み
を
価
値
付

け
る
大
切
な
場
と
考
え
ま
す
。
お
互

い
に
支
え
合
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ
た
卒
業
式
の
感

動
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
生
き
る

力
の
支
え
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。

下
羽
栗
小
学
校
校
長

関
谷
全
昭

思
い
や
り
の
心
を
育
む
卒
業
式

笠
松
町
道
徳
教
育
連
絡
会
議

－ 正しい認識への第一歩を－
私たちは、なにげなく「みる」という

言葉を使っていますが、「みる」という
言葉を調べてみますと、
・「見」は、目で見る。
・「視」は、気をつけて見る。
・「看」は、見つめる、見守る。
・「観」は、見ようと意識して見る。
等々のような漢字の意味があります。
ところで、目に見えるものが、思い込

みにより一つのイメージでしか認識でき
ない場合があります。
たとえば「ネッカーの立方体」といわ

れる次の図 1を見て
ください。

立方体を認識する場合、その人がも
つ立方体のイメージによって、次の図 2
・図 3 のどちらかの立方体が現れてき
ます。
しかし、一つのイメージにとらわれ

ていますと、もう一つの立方体が現れ
てきません。
そこで、見ようと意識して見ると、もう一つの立方体が現

れてきます。物事に、課題意識をもって「みる」ことは、正
しい認識への第一歩となるのです。
21世紀は「人権」の時代だと言われます。差別や偏見をな

くし、人権感覚を磨くためにも、物事を正しくみる目を育み
ましょう。

教育電話相談
～悩んだら気軽に電話してください～
羽島郡四町教育委員会　�2 4 5・1 1 3 3

教育委員会だより

図1

図 2

図 3
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【
提
出
期
限
】
6
月
28
日
�

【
届
出
先
】

笠
松
地
域

役
場

福
祉
健
康
課

松
枝
地
域

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

下
羽
栗
地
域

総
合
会
館

【
持
参
す
る
も
の
】

・
印
鑑

・
厚
生
年
金
等
加
入
者
は
年
金
加
入

証
明
書

用
紙
は
届
出
先
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

※
届
出
を
さ
れ
な
い
と
6
月
か
ら
の

児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
、
精

神
科
医
師
が
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
6
月
19
日
�

【
時
間
】
午
後
2
時
〜
3
時

【
場
所
】
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
精
神
科
医
師
・
岐
阜
地

域
保
健
所
保
健
師

※
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

�388-1111

児
童
手
当
の
現
況
届

福
祉
健
康
課�

3
8
8
・
7
1
7
1

心
の
健
康
相
談

福
祉
健
康
課�

3
8
8
・
7
1
7
1

【採用予定人員】事務職員　1名
【受験資格】

【採用】平成15年4月1日
【申込期間】
【申込方法】7月1日以後、役場総務課に申込用紙があり

ますので、必要事項を記入のうえ提出して
ください。

【申込・照会先】役場総務課（内線222・223）

【試験日時・場所・方法】

区分

年齢
要件

第1種（大学卒業程度） 第2種（高校卒業程度）

昭和52年4月2日から
昭和56年4月1日まで
に生まれたかた

その他

区　　分 第 1 種・第 2 種

日時

場所

試験方法

日時

場所

試験方法

日時

場所

試験方法

8 月28日（水） 午前 9 時

役　　　　　　　　　場

作文試験・集団討論試験・適正検査および体力検査

9 月22日（日） 午前 9 時

県立岐南工業高等学校

教養試験・事務適正検査

10 月　中　旬　予　定

役　　　　　　　　　場

口　　述　　試　　験

第
1
次
試
験

①

②

（
第
1
次
合
格
者
の
み
）

第
2
次
試
験

・日本国籍を有するかた
・成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む）でない
ことやその他公務員として法律的に欠格事項がない
かた

昭和56年4月2日から
昭和60年4月1日まで
に生まれたかた

【採用予定人員】男子職員　若干名
【受験資格】

【採用】平成15年4月1日
【申込期間】
【申込方法】7月1日以後、消防本部消防総務課に申込用

紙がありますので、必要事項を記入のうえ
提出してください。

【申込・照会先】羽島郡広域連合消防本部消防総務課
（美笠通3丁目25 �388・1196）

【試験日時・場所・方法】

区分

年齢
要件

第1種（大学卒業程度） 第2種（高校卒業程度）

昭和52年4月2日から
昭和56年4月1日まで
に生まれたかた

その他

区　　分 第 1 種・第 2 種

日時

場所

試験方法

日時

場所

試験方法

日時

場所

試験方法

8月27日（火） 午前9時

羽 島 郡 広 域 連 合

体　　力　　試　　験

9月22日（日） 午前9時

県立岐南工業高等学校

筆　　記　　試　　験

10 月　中　旬　予　定

羽 島 郡 広 域 連 合

面　　接　　試　　験

第
1
次
試
験

①

②

（
第
1
次
合
格
者
の
み
）

第
2
次
試
験

・日本国籍を有するかた
・成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む）でない
ことやその他公務員として法律的に欠格事項がない
かた

昭和56年4月2日から
昭和60年4月1日まで
に生まれたかた

羽島郡広域連合 消防職員を募集 町 職 員 を 募 集

7月1日（月）～31日（水）7月1日（月）～31日（水）
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【
月
日
】
7
月
7
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
15
分
〜

【
場
所
】
総
合
会
館

【
参
加
資
格
】
町
内
に
在
住
・
在
勤

の
か
た

【
種
目
】

▼
一
般
男
子
・
女
子
の
部

▼
中
学
生
男
子
・
女
子
の
部

▼
小
学
生
の
部

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
部

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部

【
申
込
み
】
6
月
20
日
�
ま
で
に
町
体

育
協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）へ

岐
阜
地
区
社
会
教
育
振
興
協
議
会

主
催
の
「
ぎ
ふ
地
区
歴
史
探
訪
講
座

〜
ふ
れ
よ
う
学
ぼ
う

ぎ
ふ
の
文
化

と
歴
史
！
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】
1
、0
0
0
円

【
定
員
】
1
0
0
人
程
度（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
6
月
29
日
�
必
着
で

往
復
は
が
き（
1
枚
に
つ
き
2
人
ま

で
）に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、「
ぎ
ふ
地
区
歴
史
探
訪

講
座
の
参
加
希
望
」、
返
信
用
に
宛

先
を
明
記
し
左
記
へ
送
付

【
申
込
先
】
〒
5
0
0
―
8
7
0
8

岐
阜
市
司
町
1

岐
阜
教
育
振
興
事

務
所
地
域
教
育
課

※
詳
し
く
は
、
川
島
町
公
民
館（
�

0
5
8
6
8
9
・
3
6
8
6
）へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
雇
用
就
業
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の

か
た
を
対
象
に
技
能
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

�
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会（
�
2
4
9
・
0
2
2
8
）ま
た

は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

法
律
に
か
か
わ
る
相
談
に
弁
護
士

が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
6
月
19
日
�

【
時
間
】
午
後
1
時
〜
4
時

【
場
所
】
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
佐
藤
千
代
松
弁
護
士

【
費
用
】
無
料

【
申
込
み
】
6
月
13
日
�
ま
で
に
電

話
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
な
お
、
時
間
の
関
係
上
、
相
談
は

定
員（
7
人
）を
超
え
る
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

国
保
連
合
会
で
は
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
室
を
設
置

し
、
相
談
・
苦
情
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
直
接
出
向
い
て
の
相
談
・
電
話
で

の
相
談

岐
阜
市
薮
田
南

県
シ
ン
ク
タ
ン
ク

5
階

岐
阜
県
国
保
連
合
会

介
護

保
険
課
苦
情
対
応
係

�
2
7
5
・
9
8
2
6

【
受
付
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
5

時（
平
日
）

▼
郵
送
に
よ
る
相
談

〒
5
0
0
―
8
3
8
5

岐
阜
市
下
奈
良
2
の
2
の
1
岐
阜
県

福
祉
農
業
会
館

岐
阜
県
国
保
連
合

会

介
護
保
険
課
苦
情
対
応
係

町
民
卓
球
大
会

技
能
講
習
受
講
者
募
集

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
3
8
7
・
5
3
3
2

ぎ
ふ
地
区
歴
史
探
訪
講
座

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

�
3
8
7
・
5
3
3
2

介
護
保
険
苦
情
相
談

岐
阜
県
国
保
連
合
会

�
2
7
5
・
9
8
2
6

体育施設の利用抽選会
運動場、テニスコート（7月分）

【月　日】6月25日�
【時　間】午後7時30分～
【場　所】中央公民館

開催日時

① 7 ／ 6 � 10:00～

② 8 ／24� 10:00～

③ 9 ／ 7 � 10:00～

④ 9 ／28� 9:30～

⑤10／ 5 � 10:00～

⑥10／26� 10:00～

⑦11／16� 10:00～

会　　　場

川島町公民館

各務原市中央図書館

岐阜市ハートフルスクウェアーG

本巣町すこやかセンター地域交流室

北方町公民館

羽島市文化センター

美山町中央公民館

内容・テーマ

川島とその周辺の歴史と民話

中山道と鵜沼宿

中山道　加納宿・河渡宿

古田織部と本巣町

円鏡寺の仏像とその魅力

羽島市の民話について

九合（くごう）洞窟と明智光秀

講　　師

内　容

講習期間

講習場所

募集定員

受 講 料

パソコン

7月22日～
8月2日のうち

8日間

ホームコンじゅく
羽島第一教室

20人程度

介護講習2級課程

7月17日～
11月13日のうち

19日間

大垣市総合
福祉会館ほか

30人程度

無　　　料

民話作家 滝　武徳氏

濃尾歴史文化研究所主宰
横山 住雄氏

加納宿文化財保存会長
佐藤 哲雄氏

町文化財審議委員
松村 秋男氏

県立各務原高等学校長
川瀬 善忠氏

元図書館長
並河 晴夫氏

町文化財審議委員
加藤 憲幸氏

町
体
育
協
会
事
務
局

中
央
公
民
館



な
ど
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
月
日
】
6
月
29
日
�

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
内
容
】

・
午
前
…
講
演
会
と
交
流
会

講
師

岐
阜
大
学
助
教
授

池
谷

尚
剛
氏

・
午
後
…
個
別
相
談
会

※
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
岐
阜
県

立
岐
阜
盲
学
校

教
育
相
談
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
境
川
圏
域
の
5
河
川

（
境
川
、
新
荒
田
川
な
ど
）を
対
象
に

川
の
具
体
的
な
整
備
計
画
を
作
る

「
境
川
圏
域
川
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
域

住
民
と
行
政
担
当
者
、
専
門
家
で
構

成
さ
れ
、
川
づ
く
り
に
つ
い
て
の
議

論
や
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
河

川
工
事
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
か
た

【
申
込
方
法
】
6
月
14
日
�
ま
で
に

は
が
き
、
ま
た
は
F
A
X
に
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
と
対
象
河
川
、
川
へ
の
思
い
を

明
記
し
、
左
記
へ
送
付

【
申
込
先
】
〒
5
0
0
―
8
7
0
8

岐
阜
市
司
町
1

岐
阜
建
設
事
務
所

河
川
砂
防
課
河
川
第
2
係

F
A
X
2
6
4
・
8
0
8
7

【
受
付
期
間
】
6
月
19
日
�
〜
26
日
�

【
受
験
資
格
】
昭
和
57
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
60
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た

【
試
験
日
】

・
第
1
次
試
験
…
9
月
8
日
�

・
第
2
次
試
験
…
10
月
17
日
�
〜
24

日
�
の
う
ち
1
日

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
名
古

屋
国
税
局
人
事
第
2
課
試
験
係（
�

0
5
2
・
9
5
1
・
3
5
1
1
内
線

3
4
5
0
）ま
た
は
、
岐
阜
南
税
務

署
総
務
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

岐
阜
地
域
保
健
所
で
は
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
り
、
つ
く
る
」
を

実
践
す
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
「
イ
キ
イ
キ
・

ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
デ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】
7
月
〜
12
月
ま
で
の
毎
月

11
日
・
22
日（
一
部
変
更
あ
り
）

【
場
所
】
岐
阜
地
域
保
健
所（
岐
阜
県

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
内
）

【
内
容
】
健
康
度
測
定
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
食
生
活
、
脂
肪
を
燃
や
す

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
つ
ぼ
健
康
法
、
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど

【
定
員
】
40
人

【
受
講
料
】
無
料（
一
部
実
費
負
担
あ

り
）

【
申
込
み
】
6
月
18
日
�
ま
で
に
電

話
で
岐
阜
地
域
保
健
所

健
康
増
進

課（
�
0
5
8
3
・
8
0
・
3
0
0
4
）へ

岐
阜
県
立
岐
阜
盲
学
校
で
は
、
目

の
不
自
由
な
お
子
さ
ん
の
育
て
方
や

教
育
、
生
活
支
援
で
お
困
り
の
保
護

者
の
か
た
、
関
係
機
関
職
員
の
か
た

境
川
圏
域
川
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

岐
阜
建
設
事
務
所

�
2
6
4
・
1
1
1
1

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験（
税
務
）

岐
阜
南
税
務
署

�
2
7
1
・
7
1
1
1
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中央公民館
松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

〈お問い合わせは〉
笠松町役場
南 事 務 所

笠松町福祉
健康センター

�388-3231
�387-0156
�387-2360
�387-8432
�387-1121

�388-7171

�388-1111

「
イ
キ
イ
キ
・
ふ
れ
あ
い
健
康

づ
く
り
デ
ー
」参
加
者
募
集

岐
阜
地
域
保
健
所

�
0
5
8
3
・
8
0
・
3
0
0
4

不正大麻・けし撲滅運動
6月1日～30日 〈厚生労働省〉

不正な大麻やけしを発見したと
きは、各地方厚生（支）局麻薬取
締部（支所）、都道府県薬務主管課、
保健所、警察署等に通報するよう
にしましょう。

薬物乱用防止
「ダメ。ゼッタイ。」普及運動

6月20日～7月19日

麻薬・覚せい剤・大麻・シンナーの乱用をなくそう
〈厚生労働省〉

巡
回
視
覚
障
害
教
育
相
談
会

岐
阜
県
立
岐
阜
盲
学
校

�
2
6
2
・
1
2
5
5



岐
阜
県
お
よ
び
�
花
の
都
ぎ
ふ
花

と
緑
の
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
美
し

く
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、「
花
の
都
ぎ
ふ
」
花
か

ざ
り
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

【
応
募
対
象
】
庭
・
花
壇
な
ど
が
花

で
飾
ら
れ
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
と

景
観
の
美
化
が
図
ら
れ
て
い
る
建

物
、
施
設
、
地
域
な
ど

【
部
門
】
個
人
、
団
体
、
店
舗
お
よ

び
企
業
の
各
部
門

【
申
込
み
】
7
月
1
日
�
ま
で
に
応

募
用
紙（
役
場
企
画
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
企
画
課
へ

提
出岐

阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は

「
再
就
職
を
希
望
す
る
男
性
・
女
性
」

を
対
象
に
技
術
講
習
を
開
催
し
ま

す
。是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
習
科
目
】
パ
ソ
コ
ン（
短
期
）

【
内
容
】
表
計
算
ソ
フ
ト（
エ
ク
セ
ル
）

の
基
礎
的
操
作

【
講
習
期
間
】
7
月
8
日
�
〜
23
日

�（
延
べ
10
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
場
所
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
）

【
定
員
】
30
人

【
受
講
料
】
無
料（
た
だ
し
、
教
材
費

は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】
6
月
13
日
�
・
14
日

�
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
へ
本
人
が
直
接
申
込
み

※
電
話
申
込
み
不
可
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青雲と 萌える緑と ゴミの山

岐阜県第 4回「ごみ対策」川柳コンテスト最優秀賞作品

せい うん も

第
11
回
「
花
の
都
ぎ
ふ
」

花
か
ざ
り
コ
ン
ク
ー
ル

�
花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進
セ
ン
タ
ー

�
2
7
7
・
1
1
1
6

昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施
行され、人権擁護委員は国民の基本的人
権を擁護し見守る、いわば民間人による
人権の番人の機関として誕生しました。
全国人権擁護委員連合会は6月1日を

「人権擁護委員の日」と定め、この日を
中心として皆さんとともに一層の人権思

人権相談は、人権擁護委員の自宅（18
ページ上部参照）で随時受け付けていま
す。
相談は無料で秘密は固く守られますの

で、お気軽にご相談ください。

ジャズの名曲、アメリカンポップスから今流行の曲まで
────── 平成14年度家庭教育シリーズ講座② ─────

ファミリーコンサート
【月日】 6月15日（土）

【時間】 午後7時30分～

【場所】 中央公民館 大ホール

猿渡泰幸カルテット＆メリー
★ドラム　　　　猿渡　泰幸

★ウッドベース　北川　弘幸

★ピアノ　　　　後藤　浩二

★サックス　　　小林美千代

★ボーカル　　　メリー

※お子さま連れでも安心してご来場いただけるよう、託
児室を設けています。

【問い合わせ】中央公民館　�388・3231

6 月 1 日は
「人権擁護委員の日」

です

パ
ソ
コ
ン（
短
期
）講
習

岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
2
9
4
・
3
8
0
0

おそろいでお出かけください！（入場無料）

《演奏曲目》
・A列車で行こう
・ニューヨーク ニューヨーク
・マンボイタリアーノ
・スタンドバイミー　ほか

想の啓発に努めます。

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選



1
6 7 8
3 14 15
02122
72829

金 土

今月の納税・納付
町 県 民 税 第 1期分
国民健康保険税 第 3期分
介 護 保 険 料 第 3期分

納期限 7 月 1 日�まで
※簡単な手続きでご利用できる
口座振替をお勧めします。

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館

パパママスクール（育児編）
9:20～9:30 第一保育所

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 総合会館
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

はつらつ健康診査
8:45～10:45

福祉健康センター

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）

可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

可燃物（松・下）
紙製容器包装（下）

紙製容器包装（松）

笠松中学校資源回収のお知らせ

個別予防接種実施医療機関
実施日・実施時間の変更のお知らせ

各種相談は次の皆さんへ

行政相談、人権相談は自宅で応じています。
いずれの相談も秘密は固く守られますのでお気軽にご相談ください。

行政相談 行政相談委員

人権相談

医療機関
次のとおり変更になりました。

岩村医院
�387・2257

片山クリニック
�388・8700

曜 日

月～金曜日

月・火・水・金曜日

土曜日

時 間

16:00～16:30
（受付16:00～16:15）

9:00～12:00
15:30～18:30

9:00～13:00

人権擁護委員

加藤司郎 県町105 �387・2793

栗本幸一 東宮町30 �388・0553
齋藤好子 中川町20 �387・0812
後藤 稔 北及1183 �388・1495
杉原貴子 中野256 �388・1496

家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・生活学

【 月 日 】6月18日�
【 時 間 】午前9時30分～11時30分
【回収場所】役場・中央公民館・松枝公民館・下羽栗会館
※牛乳パック・ダンボール・アルミ缶・新聞紙も同時に回収
します。
※詳しくは、環境経済課（内線253）へおたずねください。

笠松町全域

6月22日�〈雨天：6月29日�〉

午前8時30分～

牛乳パック・ダンボール・アルミ缶・

新聞紙・雑誌・チラシ

笠松中学校 �387・2442

※雨天等で延期、中止の場合は、防災行政無線でお知らせします。
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校の協力で、次のとおり実施します。ご利用ください。

対 象 地 域

日 時

回 収 品 目

問い合わせ先
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9 10 11 12 13
16 17 18 19 20

30
2324252627

日 月 火 水 木

放
置
自
動
車
・
路
上
駐
車
・
不
法
占
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

June

町民ペタンク大会
9:00～

笠松中学校運動場

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

献血
9:00～ 11:00 産業リネン（株）
12:30～ 13:30 （株）加藤組
13:40～ 15:00 東洋染色工業（株）
フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00 福祉会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30 福祉会館

身体障害者相談
10:00～12:00 福祉会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

スポーツ交流館
健康相談
13:30～14:30 福祉会館
献血
10:00～16:00

ユーストア

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30

スポーツ交流館
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30

福祉健康センター

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 総合会館
育児相談
10:00～11:30

第一保育所
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

町民グラウンド・ゴルフ大会
9:30～

笠松中学校運動場
町民ソフトバレーボール大会
9:00～ 町民体育館
町民剣道大会
9:15～ 町民体育館

家庭の日

はつらつ健康診査
8:45～10:45

福祉健康センター

はつらつ健康診査
8:45～10:45

福祉健康センター
ふれあいひろば

（機能訓練教室）
13:30～15:30 総合会館

はつらつ健康診査
8:45～10:45

福祉健康センター
心の健康相談
14:00～15:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00 福祉会館
行政相談
13:00～15:00 福祉会館

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 総合会館
フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

胃がん・大腸がん・肺がん検診
8:45～10:30 福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00 福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

6月

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）

古紙類など

可燃物（松・下） 可燃物（笠）

可燃物（笠）

可燃物（笠）

古紙類など
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歯の衛生週間 6月4日～10日
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

歯
の
衛
生
週
間
は
6
月
4
日
か

ら
何
日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
6
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
8
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

4
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

4
月
14
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

家
田
憲
二
、
小
崎
満
里
、
高
橋
良
子

5
月
号
記
事
の
訂
正

5
月
号
の
記
事
中
20
ペ
ー
ジ

「
こ
ん
に
ち
は
」
で
お
子
さ
ん
の
名

前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
祐
也
く
ん（
米
野
）

（
正
）
祐
哉
く
ん（
米
野
）

広
報
ク
イ
ズ

まちの人口
平成14年5月1日現在

人 口 22,055人
男　　10,673人

女　　11,382人

世帯数

7,357世帯

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
企
画

展
「
昔
の
装
い
と
小
物
」
を
開
催
し

ま
す
。

昔
の
人
は
、
ど
ん
な
身
な
り
を
ど

の
よ
う
に
美
し
く
飾
り
、
整
え
て
い

た
の
か
。
江
戸
・
明
治
時
代
の
暮
ら

し
の
「
衣
」
に
つ
い
て
、
装
い
・
化

粧
・
小
物
な
ど
に
分
け
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
主
な
展
示
物

装

い
…
礼
服
・
不ふ

断だ
ん

着ぎ

・
履
物

は
き
も
の

・

笠
・
傘
・
手て

拭ぬ
ぐ

い

化

粧
…
手
鏡
・
洗
面
桶
・
髪
結
い

道
具
・
�く

し

・
笄

こ
う
が
い

・
簪

か
ん
ざ
し

小

物
…
印
籠

い
ん
ろ
う

と
根
つ
け
・
巾き

ん

着ち
ゃ
く

と

袋
・
扇せ

ん

子す

と
団う

ち

扇わ

喫
煙
具
…
煙き

せ

管る

・
煙
草

た

ば

こ

入
れ
と
胴
乱

ど
う
ら
ん

な
ど

【
開
催
期
間
】

6
月
11
日（
火
）〜
7
月
14
日（
日
）

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
休
館
日
】
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

ちゃん（中川町）

平成13年6月12日生

河野秀通・博美さんの子

企
画
展
「
昔
の
装よ

そ
お

い
と
小
物
」

前月比

（24）

（10）

（14）

（26）
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